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タイ王国における、当社バイオマス発電事業プロジェクト 

（再生可能エネルギー地域経済コミュニティ発電事業）の進捗状況のお知らせ 

  

この度、株式会社アースインフィニティ（本社：大阪府大阪市、代表取締役社長：濵田幸

一、以下「当社」）は、2022 年 12 月 26 日に公表致しました、「タイ・ゴム農園協会の支援

を受けたゴム木材を活用した非化石燃料による再生可能エネルギーとなる地域経済コミュ

ニティ発電事業のための戦略的提携契約締結のお知らせ」に基づき、調査を実施した結果、

想定する事業規模が判明致しましたのでお知らせ致します。 

 

今回の調査では、電力買取を実施するタイ地方電力供給公社（PEA）へ訪問し、当社事業

へのタイにおける各関係団体の協力支援体制、並びに社会課題の解決及び事業の継続性に

ついて確認を行いました。調査に係る詳細については下記の通りとなります。 

 

記 

【進捗の概要】 

1.  タイ地方電力供給公社（PEA）表敬訪問 

タイ南部 6 県の電力需要に対応するタイ地方電力供給公社南部支社（以下「PEA3」）を表

敬訪問いたしました。訪問に際してはタイ・ゴム農園協会の支援をいただいた関係から、正

式契約前の支社長対応という異例の歓迎を受け、今回の事業実現に向けた調査にご協力い

ただきました。 

 

地域の電力ニーズとして 790MW 以上あるという需要を踏まえ、事業の継続性を確保す

るため当初予定の買取容量である６～12MW ではなく、20MW 以上の買取を約束される

ことや、同地域先行事業者から当社への協力を打診していただき、事業モデルの開示につい

て要請、また今後の協力支援についてもご提案いただきました。 



2.  発電関連設備、建築関連投資額、売電開始までのスケジュール策定にかかる総事業費算

出のための調査研究 

 PEA３から協力要請を受けた先行実施事業者へ訪問し、同社が運営する 9.9MW の発電施

設の視察を実施し施設整備規模、発電管理体制などの詳細な資料やノウハウをご提供いた

だきました。 

開示いただいた同社の発電施設における経営状況から、当社事業構想及びフィジビリテ

ィスタディに関する調査チームは、簡易想定収支等を算出することが可能となり、その結果、

20MW 以上の発電規模における年間売上額は、30 億円以上の見込みがあると算出されまし

た。 

この発電プラントの稼働が実現すれば、当社の事業モデル（タイ・ゴム農園協会の支援を

受けた安定的資源確保が見込まれる事業）であれば、同地域において同規模の発電プラント

の展開も想定できるなど、今後に向けた可能性を確認できるものでありました。 

 

この度の調査開始を機に、バイオエネルギー等の活用による持続性ある社会づくりや防

災力強化等によるタイ政府が掲げる BCG・SDGs 経済の更なる推進を図るとともに、ゴム

農園従事者などへの地域振興策等の社会課題の解決に向けたゴム木材再利用における発電

事業の実施に向けて関係企業と共に連携して取り組んで参ります。 

 

なお、現在タイ政府におきましては、国家エネルギー政策評議会（NEPC）にて「国家エ

ネルギー計画枠組み」を承認され日本の経済産業省も協力を表明するなど、新たなエネルギ

ー政策を推進されており、その取組みに当社も寄与できるように努めて参ります。 

 

以上 

 

本開示内容が 2023 年 7 月期の当社業績に与える影響は軽微なものと見込んでおります

が、本プロジェクトの進捗および実現次第では 2024 年７月期以降の業績に影響を及ぼす事

が想定されます。 

 また、事業内容の詳細が決まりましたら、速やかに開示いたします。 

 

 

【本リリースに関するお問い合わせ先】  

株式会社アースインフィニティ 戦略的ＩＲ室 

TEL:06-4967-2258  Mail：earth-ir@earth-infinity.co.jp 

 

 


